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Ⅰ． はじめに
　近年，助産師教育においても一旦看護学校に入学し
てそのまま助産師養成課程に入学してくる社会人経験
のある者（以下社会人経験者）が増えてきた．何らか
の職歴がありながら強い動機をもち看護教育機関に入
学し，看護師として就職するか，或は助産師として就
職希望があり進学する者が増えている状況が特にこの
5年間において見受けられる．
　この背景として次のようなことがあげられる．文部
科学省では昭和50年代より平均寿命の伸長，余暇時間
の増大，高学歴化に伴い，人々の学習要求は高度化，
多様化したことや，人口の都市集中，核家族化等が進
行し，個性の喪失，人間疎外，世代間の断絶，地域連
帯感の減退などの問題も指摘されている．このような
背景を受けて生涯教育を奨励し，その後臨時教育審議
会が生涯学習を推奨するようになってきた．このた
め，教育の分野においても，学校教育だけでなく社会
の様々な教育・学習の機会を通じてこれらの変化に適
切に対応していくことが求められている1）．また日本
における完全失業者数は増加傾向で，2010年度の厚生
労働省の調査では5% を超えており，一般大学卒業者
の就職内定率の低下などがみられる2）．
　しかし現在，助産師学生の社会人経験者に関する研
究は皆無であるにもかかわらず，看護学生については
「社会人経験者」等のキーワードで文献検索すると多
数の研究，或は特集等にヒットする現状にある．高野
3）によると，一般大学及び各専門学校卒業もしくは中
退後または社会人経験を経て看護師となった者の割合
が新卒看護師の23.7% であった．看護師の場合は卒業
後の就職が保証されていること，また国家資格を持つ
専門職であることから，他の職業からの職歴異動とい
う形をとって看護師を目指す社会人経験者が多くなっ
ていると述べている．高橋4）によると，看護以外の専
門学校や大学を卒業した社会人経験者の看護師養成所
への入学者はほぼ3割に達していると述べているが，
そのような看護学生においては，長尾ら5）が述べてい
るように教育に苦慮している現状もある．社会人経験
者への対応については，社会情勢から今後も増加が予
測され，益々検討されるべきことであり，興味深い．
　そこで社会人経験のある看護学生に焦点をあて，社
会人経験者について文献検討したので報告する．
社会人経験のある看護学生についての文献レビュー
The Literature Study of Nursing Students with Experiences as Working Adults
島田　葉子，鈴木　由美
要　約
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た．社会人経験者は入学動機が明確であり，職業経験からコミュニケーション技術が優れている点もあるが，異年
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を行い，指導や学生生活についての今後の課題を検討した．先行文献39件の殆どが質的研究で，研究内容は26コー
ド，4カテゴリーに分けられた．4カテゴリーは「学生指導」「キャリアデザイン」「学生生活」「新卒看護師」であっ
た．社会人経験者には出産育児経験者がおり，子育て後のキャリアデザインについて追究する余地があること，人
間関係について指導者，教員を対象とした研究が少ないことから今後は対象者を変えた社会人経験者に客観的な視
点からの研究が期待される．また分析方法としてはグランデッド・セオリーアプローチによるものが期待される．
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えカテゴリー化し，分析内容に関しては複数の研究者
で検討を重ね，質を確保した．
Ⅴ． 結果
1． 分析対象とした研究の年次推移及び対象者
　対象文献39件のうち，発表年別推移は図1の通りで
あった．「社会人経験者」の研究は特に2010年以降に
急激に増えていることがわかる．
　
そのうち原著論文28件の対象者については，図2の示
す通りであった．看護学生を対象としたものが13件
（45％）で半数近くであり，新人看護師を含む卒業生
としての看護師を対象としたものが10件（35％），指
導者，プリセプター等指導側の視点を対象としたもの
が5件（17％）であり，教員を対象としたものは1件の
みであった．
2． 研究方法とデザイン
　研究内容では39件のうち，特集または解説が11件で
あり，それ以外の28件は原著論文であった．28件のう
ち22件は図3に示す通り質的研究で，量的研究は6件で
あった．質的研究はインタビューまたはアンケートに
より，対象者の語りあるいは自由記載によるデータを
収集していた．
キーワード：社会人経験者，キャリア，キャリア形
成，キャリアデザイン，キャリア発達
Ⅱ． 研究目的
　社会人経験者に関する指導及び学生生活での課題な
どについて文献レビューを行い，先行文献の動向を分
析し，今後の助産師教育の一助とする．
Ⅲ． 用語の定義
　社会人経験者：ここでは一旦看護職以外の職業を経
験し，看護学校に入学した者
キャリア：生涯を通しての自己実現過程
キャリア形成：職業能力を計画的に向上させ，キャリ
アアップも含めて職業履歴を積み上げること．
キャリア発達：生涯を通しての自己実現過程を推進す
ること
キャリアデザイン：自分自身の職業 人生，キャリア
について，自らが主体となって構想し，実現していく
こと．
Ⅵ． 研究方法
1． 研究対象
　医学中央雑誌 Web 版から「社会人経験」「職歴の移
動」のキーワードで文献検索し「会議録を除く」と
し，総説，解説，特集と原著論文を対象とした．
2． 分析
1）対象文献の選定
　(1) 助産師学生または看護学生を対象としているこ
と．
　(2) 原著論文および総説，特集，解説であること．
　キーワードによる検索で「社会人経験」（AND）
「助産師学生」「助産師」は0件で，「社会人経験」
（AND）「看護学生」は51件であった．「職歴の移動」
（AND）「助産師」は0件，「職歴の移動」（AND）「看
護学生」は50件であった．助産師学生に関する文献が
ないため，「看護学生」（AND）「社会人経験」「職歴
の移動」に焦点を絞り，その中でタイトル，アブスト
ラクトなどから看護学生及び社会人経験というキー
ワードが含まれた文献を抽出し，社会人経験者の学生
生活，実習，人間関係，新人教育などに関するもので
2013年より過去10年間に発表された文献39件に限定
し，内容分析をおこなった．
　文献を抄読し，その内容を要約して研究内容をコー
ド化した．さらに意味内容の類似したものを同類と考
図1　検索結果 「社会人経験」 の年次推移
図2　研究の対象者 （全28件）
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1）学生指導について
　(1)　【実習における指導方法】
　長尾ら6）は社会人経験者には様々な背景があるもの
の，教育の困難性については類似していると述べてお
り，指導者や教員も実習において学生の指導に苦慮し
ていた．高野7）も学生側に不満，批判などが生じるな
どの点で指導に困難を生じていると述べている．
　林ら8）の報告では，指導方法として「一人の看護学
生として見る」「自らの経験が反映された指導」「グ
ループの一員として指導」「指導の困難感」「効果的
な指導の追求」を挙げている．特に「指導の困難性」
については「社会人経験がある学生の背景が見えな
い」「出産，育児経験の実習への障害」などを挙げて
おり，それらについて「効果的な指導の追求」として
「教員やスタッフと情報共有，相談をする」「指導の振
り返り」などの方策が挙げられた．
　また小野田9）によると，社会人経験者の学習や実習
への取り組み意欲の背景には，入学動機や将来への目
標などしっかりした内発的動機付けの高さが影響して
いた．リーダーシップや積極性などは社会経験で体得
していることも考えられるが，その人の性格や培われ
てきた過去の経験，生活歴も影響するため一般化でき
ないと述べている．また，社会人経験者は必要以上に
期待されることへの負担や苦痛を感じることもあるた
め，他の学生と同等の接し方を望んでおり，臨床へ期
待されることとして，委縮することなく自分の持って
いる力以上を引き出してくれるような，一緒に看護を
考えようとする姿勢を望んでおり，学生，指導者間の
相互作用が重要と述べている．
　渡邊ら10）の看護教員8名への半構成化面接で，社会
人経験者については模範的な学習者である側面と指導
に困難さを感じている側面が抽出された．また授業や
演習，臨床実習でソーシャルスキルを発揮する行動を
高く評価し，そのスキルが発揮できるように関わって
いた．
　そして社会人経験者の学習態度は目的意識が明瞭で
あり，現役学生のモデルとなっていると認識していた．
　(2)　【指導者との人間関係】
　山本11）らは臨地実習指導者5名に半構成的インタ
ビューで，指導者は社会人経験者に対して「社会人経
験を生かした個の能力発揮への期待」「看護師という
専門職への成長の期待」がある一方，「社会人経験の
ある学生への指導課題」として「自分と異なるバック
グラウンドを持つ学生を指導することへの意識」「指
導方法のスキルアップ」の必要性を感じており，「学
　
学生のレポートの内容分析が1件，グラウンデッド・
セオリーアプローチで行ったものが1件，1件のレポー
ト以外のほとんどは半構成的面接 / インタビューによ
るものであった．
3． 発表誌について
　39件の発表誌は図4に示す通りであった．
　紀要 / 学内・院内雑誌・収録18件（46％）で最も多
かった．学会誌ではすべてが日本看護学会論文集への
投稿であり，分野は看護教育，看護管理であった．
4． 研究内容について
　表1に示す通り，対象文献39件から得られた研究内
容コードは26コードであり，これらは4カテゴリーに
分けられた．
　4カテゴリーには「学生指導」「キャリアデザイン」
「学生生活」「新卒看護師」があり「学生指導」には
【実習における指導方法】【指導者との人間関係】【教
員との人間関係】の3つのサブカテゴリー，「キャリア
デザイン」には【職業選択動機】【キャリア発達】の2
つのサブカテゴリー，「学生生活」については【学習
意欲】【学生生活の実態】の2つのサブカテゴリー，
「新卒看護師」には【新卒看護師の支援】【職場適応の
困難性】【プリセプターの関わり】の3つのサブカテゴ
リーに分けられた．以下サブカテゴリーごとに結果を
述べる．
図3　研究方法
図4　発表誌について
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観を認め，成長していく過程を支えていくこと，学生
は皆同じ看護を学んでいるということを学生自身が意
識できるように関わることが必要であると述べてい
る．
2）キャリアデザインについて
　(1)　【職業選択動機】
　奥14）によると，看護学以外の学士号をもつ学生10名
への調査で，看護学を学ぶきっかけは就職難，キャリ
アの模索を体験したことであり，悩んだ末に看護を選
択したのは看護への関心であった．そして異分野であ
る看護を学ぶ場で，大卒であることを強調しないとい
う見解につながっていた．高野15）は社会人経験者にお
いては「看護の動機が明確であることから，学習への
生と指導者が共に学び成長する関係の発展」を望んで
いたと述べている．夏谷12）も社会人経験者は実習指導
において「差別や区別がない」「現役と同等に見られ
て嬉しかった」「現役学生と同じようにしてほしい」
などと感じており，現役学生との相違を自覚してい
た．そして指導を肯定的に受けているか，または自分
の中で妥協点を見つけ，割り切っていた．この点で社
会人経験者の成熟が現れる．
　(3)　【教員との人間関係】
　前田13）は看護学生の学校生活に関して抽出された7
つの因子のうち，2つは「教員の関わり」「指導者の関
わり」等の人間関係が抽出されていた．社会人学生の
学習支援として，学生一人一人の今までの経験や価値
表1　社会人経験のある学生についての研究内容
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　(2)　【学生生活の実態】
　鈴木ら22）は，社会人経験者は授業や実習が楽しいと
感じ，達成感を得ながら学習意欲は入学後も低下する
ことなく継続していたが，授業や実習のスケジュール
が過密であると感じており，学校行事への参加を負担
に思っていると述べている．学生生活のなかで，高
橋23）の調査では「社会人経験が活かされていると感じ
ること」についてはコミュニケーションなどにおける
「対人関係」，介護の知識や経験，報告，調整の仕方な
どの「経験の役立ち」でありマナー，接遇などのよう
な「社会的常識」，その他「時間の管理」「学習者とし
ての心構え」「パソコンスキル」「リーダーシップ」な
どのカテゴリーが抽出されていた．
　一方で学生生活において「社会人経験があること
で困難と感じること」については「過剰な役割期待」
「現役生との距離」「自己像の揺らぎ」「教員に対する
不満」「学習に関する不安」「現役生に対する不満」
「規則が厳しい」などのカテゴリーが抽出されてい
た．根岸24）によると「学び続ける強い意志」「看護師
としての自分作り」「広い視野で学ぶ意識を持つ」「現
役生と折り合いをつけて学ぶ」の4つのカテゴリーが
抽出され，社会人経験者は看護を学ぶことを魅力的に
とらえ，看護師としての自分作りとしてこれまでに身
についた価値観や態度を省察し，自己変容の必要性を
認識していた．また背景の違う現役生を肯定的にとら
え，同じ看護を目指す仲間として共に学習することが
必要であると認識していた．
4）新卒看護師について
　(1)　【新卒看護師の支援】
　このカテゴリーに含まれるコードは新卒看護師の職
場適応，支援と実際，課題に関することで，文献は7
件と最も多く，社会人経験のある看護師が新卒看護師
として職場に適応していく中での課題についての対応
法について，記述されたものが多かった．
　齋藤25）らの研究では「社会人経験が活かされている
と感じること」として「他者との付き合い方」「チー
ムで働くこと」「患者とのかかわり」の3つのカテゴ
リーが抽出されていた．そして「社会人経験があるこ
とで困難だと感じること」は「馴染むのに時間がか
かった」「年齢の壁」「距離感を感じる」であった．
　(2)　【職場適応の困難性】
　新人看護師の職場適応について，渋沢26）はグラウン
デッド・セオリーアプローチで分析した結果，職場適
応までの思いは「ギャップを感じる」「看護師の仕事
の辛さを知る」「先が見えない思い」「職場を辞めたい
取り組みも積極的，また多種多様な人との関わりの経
験からコミュニケーションスキルが高く，リーダー
シップを取るなど，現役で入学した学生の学習を活性
化させるような刺激を与えている」と述べている．
　(2)　【キャリア発達】
　吉田ら16）は社会人経験者に関して，25歳ごろを節目
として複数の因子が重なりキャリア形成を促進してい
ると述べている．臨床場面において社会経験が直接活
かされることは少ないが，人生経験は活かされている
ことが推察できる．その一方で，年齢的な面でマイナ
スを感じる傾向が強く，自己研鑽欲が強くキャリア
アップには積極的であると述べていた．澤本ら17）は生
涯を通じて学ぼうとする人間と看護基礎教育を学ぶ社
会人学生の増加との関係を「社会人学生の増加がみら
れるのは，人間は終わりのない知的欲求を持ち，教育
期を終えても自分の意思に従い，心理を探求する態度
をもち，生涯にわたり学習しようとする存在である」
と述べている．武森18）の報告では，社会人経験者は大
学で学んできたものよりも，社会人経験を重視してい
た．
3）学生生活について
　(1)　【学習意欲】
　奥19）の報告では社会人経験者について「関心に対し
て自らが仕事に求めるものが合致すると，看護への志
向へとつながっていた．また看護教育機関の選定にお
いて影響が大きかったものとして，情報，生活の維
持，学習環境内容，年齢，偏差値なども関与してい
た」と述べている．武森ら20）は社会人経験者が看護専
門学校で学ぶ体験のなかで「看護の学習には厳しさも
必要であると納得させ前進する」「専門的な学習が楽
しくてたまらない」「看護職を目指す仲間と共に補い
ながら成長できる」「学習に関係なくスタンスに変化
はない」の4つのカテゴリーを抽出していた．
　また社会人経験者は，経験がある分だけ，社会が看
護職に求めていることの高さを認識したうえで学習に
取り組んでいた．「学習に関係なくスタンスに変化は
ない」の中では，これまでの変化に感情が揺らぎ，批
判的な自分に向き合うことなく前進しようとしている
点に特徴があったと述べている．
　一方で大高21）の看護学生の満足度においては，社会
人経験者の方が看護師になりたい意欲が低い傾向があ
り，後ろ向きであることを指摘している．その30％が
在学中に看護師になるのを諦めようと思った経験を有
しており，他の見解とは対極的な結果となっていた．
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ていることが推測できる．西澤32）も看護職は「自己実
現」や「やりがい」を重要視した職業意識の変化にと
もない，資格，専門職であることも人気の背景にある
と述べている．少子高齢化や生涯学習の奨励などの影
響から看護職を目指す人たちに広く門戸を開いている
こと，入試制度が多様化していることなどがあり，社
会人経験のある看護師が臨床で働く機会は今後も増え
ていくと予測している．
　社会人経験者については近年増加傾向ではあるもの
の，実際には一部であるため半構成的面接を行い，個
別的な語りを聴取していくことが課題抽出の早道であ
ると考える．増加傾向である社会人経験者の語りは集
積され，学生のキャリアデザインなどについては量的
には結果が得られにくいため，グラウンデッド・セオ
リーアプローチによる研究が期待されるが，今回は1
件しかなかった．また研究デザインについては殆どが
質的帰納的研究であり，量的研究の場合もアンケート
の自由記載の部分において，内容分析を行っていた．
個人的背景を考慮すべき結論が多かったため，質的研
究でインタビューなどや自由記載等による方法が望ま
れる．
　39件の発表先は紀要 / 学内・院内雑誌・収録が最も
多く，学会誌は看護学会への発表，投稿が多かった．
本来研究すべき目的のベースとなる研究である意味合
いから，学内誌などへの投稿が多かったものと考えら
れる．今後は更に他の学会での発表が望まれる．また
商業誌，定期刊行誌などでは5件が特集であり，社会
情勢を反映した課題であると考えることもできる．こ
れから益々社会人経験者が増えることが予測されるた
め，今後も定期刊行誌などで特集されることが望まれ
る．
　対象者は看護学生，新人看護師に対するものが多
かった．特に看護学生においては学校生活，実習，同
級生との人間関係などについてのインタビューが多
かった．また対象者としては学生か看護師（新人も含
む）が殆どであり，教員，指導者が少ないため，今後
は教員や指導者に向けたインタビューが期待される．
対象者の選択によって相違がみられるのも質的研究の
特徴であり，限界である．また研究者によって見解が
異なり，社会人経験者を一般化できないことが再認識
された．
2． 学校生活における指導の困難性
　「学校生活」に焦点を当てると「学習継続意欲」「学
習の意味」「人間関係」などのコードがみられ，「自尊
けど辞めない」「看護師としての成長を実感」の次の5
つのカテゴリーが抽出されていた．グラウンデッド・
セオリーによる報告は渋沢の研究1件だけであった．
　西谷27）の報告では新人看護師の職場適応は「リアリ
ティショック」「職業生活と家庭生活の両立」「以前の
職業生活と看護師としての職業生活の差異感」「自己
認識と周囲の見方・関わり方との差異感」の4つのカ
テゴリーが抽出された．風岡ら28）によると，社会人経
験をもつ新人看護師はそうでない新人看護師と比べて
一つ一つのプロセスの進行に時間を要し，職場適応に
長い期間を要すると述べている．
　(3)　【プリセプターの関わり】
　佐藤29）の報告では社会人経験があるプリセプティー
を担当しているプリセプターは「社会人経験の概念
の違い」，社会人経験のないプリセプティーを担当し
ている場合は「先輩とプリセプティーの間での悩み」
「役割の兼任から生じる悩み」などで，両者に共通す
る悩みとして「プリセプターの役割意識から生じる悩
み」「プリセプティーへの対応の悩み」「サポート環境
に対する悩み」「プリセプターとしての指導観」「自分
に自信がもてない」などの語りがみられた．
　一方でプリセプターに指導を受ける姿勢と思いにつ
いて，朝倉30）は「肯定的に受けている者」と「自分の
中で妥協点を見出して割り切っている者」とに分かれ
たと述べている．そのような新人看護師は質問する内
容によって相手を選んでおり，プリセプターシップの
経験の豊かな者がプリセプターを指導することを望ん
でいた．また自分よりも年上の看護師よりも年下の看
護師のほうが質問しやすいと感じていた．同時に新人
看護師には頼られたいとも考えていた．
Ⅵ． 考察
1． 研究の推移， デザイン， 発表について
　社会人経験者の研究に関しては，2000年より増減が
あったものの，2010年以降急増しており，全国的にこ
の増加傾向が推測できる．このことは若者の就職難が
浮き彫りにされた時期と一致し，一度退職または転職
して次の仕事への転換期に看護師になることを選択し
たことが伺える．このことは看護職の魅力が理由にな
るとは限らない．
　今回の文献の中でも，職業選択動機として就職難が
理由で看護師を選択した学生がいることは奥ら31）の調
査でも明らかとなっており，社会人経験のある看護学
生が助産師になりたいというケースもあり，研究動向
からみると2010年以降そのような助産師学生も増え
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い学生と同様に，これまでの経験を問い直し，自己決
定型学習と互いに学びあうことを目指して学習してい
こうとする点に共通性が示唆されていた．職業選択動
機の強さと学習態度は比例していると考える．
4． 社会人経験者のキャリアデザイン
　奥39）は，社会人経験者は自分のキャリアデザインに
かなった場合は看護に前向きな姿勢をとると述べてい
る．また武森40），根岸ら41）は現役生と折り合いをつけ
る，看護職を目指す仲間とともに学ぶという点で，社
会人経験者は年齢の異なる仲間たちとともに学ぶ中
で，看護を学ぶためには学生の背景は関係なく，前向
きに成熟した態度で学んでいることがわかる．入学動
機や将来への目標などしっかりした内発的動機付けの
高さが影響していることから，社会人経験者の多くは
各々のキャリアデザインが構築されていた42）．社会人
経験者には背景や過去の経験から，それぞれのキャリ
アデザインが築かれており，学生時代にキャリア形成
されるよう支援する必要がある．これらのキャリアデ
ザインを尊重し，支援する関わりの検討が望まれる．
これまでも社会人経験と環境や条件の相違，個人的背
景などからのギャップ，差異があることが示唆され，
適応するまでに時間を要している一方で，リアリティ
ショックを感じながらも，看護師としての成長を実感
していることも窺える．個別的な対応のほか，社会人
経験者の自尊心を尊重するような，グループワークな
どの場を設けるなど，本領が発揮されることで看護職
として成長する機会を作ることが大切ではないかと考
える．
5． 新人看護師としての職場適応
　社会人経験者について，齋藤の報告43）では年齢，人
生経験の差，社会人経験があることでコミュニケー
ションスキルなどは優れている反面，現役生となじむ
ことへの困難感があるといわれており，就職してから
の自分よりも若い先輩に指導を受けることに対する抵
抗などが示唆された．リアリティショックなどに関し
ても，西澤44）は，社会人経験のある看護師は臨床現場
ですぐに自分の個性を生かせないと年齢的なプライド
もあり，早急にだめだと結論づけてしまいがちである
こと，社会人経験への固執，年齢的なプライドをマイ
ナス評価して順応性が低いと感じて自己尊重感を低下
させる可能性があることを汲み，ベナー45）がいうよう
に誰もが初心者，新人，一人前，中堅，達人レベルと
いう段階を経ることを最初に伝える必要がある．職場
感情」「思い」「印象」などのキーワードがみられ，社
会人経験者がキャリア形成をする中で内的な問題と直
面している様子が推察できる．また社会人経験者の
キャリア形成において，看護学校での学生生活は期待
通りであるとは限らないこともわかった．
　指導の困難性において社会人経験のある学生は，
ソーシャルスキルなどに長けている反面，それが教員
や指導者にとっての困難性に通じる場合もある．その
ような状況下で林ら33）は指導の困難性を感じながらも
看護学生の一人として，またグループの一員として対
応する必要性をあげていた．小野田34）もそれまでの経
験や生活歴も影響するため一般化できないと述べてい
ることから，社会人経験のない学生たちと公平に対応
しながらも，画一的な方法ではなく個別的な特性を踏
まえた教育が期待される．
　今回のレビューを通して，教員は指導者も様々な背
景にも苦慮しながら学習継続を支援していた35）．医療
人である看護者として適切な行動を支援し，様々な背
景にも配慮しながら学習継続を支援していることが示
唆された．また指導者は社会人経験のある現役学生の
モデルとなっていると認識している反面，過剰な期待
が負担であるため，持っている力以上を引き出すよう
な指導をし，他の学生と同じ目線で看護を考え，指導
者や教員との年齢差や人生経験が近くても学生と教
員，指導者としての人間関係が保てるようにすること
が望まれる．
　前田36）は社会人経験者が「教員の否定的な関わり」
を強く感じているため，「やりにくさ」となって指導
の困難性を指摘していた．社会人経験者は今後も増え
るであろうと推察されるなか，教員や指導者は短い期
間に学習―教授関係を構築し，これまでとは異なる学
生の指導の困難さに出会ったとき，それを克服するこ
とで指導者としての成長がみられるのではないかと考
える．
3． 学生生活の実態， 学習意欲
　学生生活の実態について，社会人経験者はこれまで
も何らかの職業訓練を受ける機会があり，それから比
較すると看護を学ぶことは過密で厳しいと感じるので
はないかと考える37）．高橋38）の見解ではこれまでの経
験から周囲からの期待も大きくなり，様々な不満や，
学校生活を通して自分の選んだ道について不安や自己
像の見直しなどをくりかえしていることが推察でき
る．
　一方で学習意欲について，社会人経験者はそうでな
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生活に馴染むための努力をしており，社会人経験が
活かされている現状がある．
3．教員，指導者は批判的で職業選択動機が強い社会
人経験者との関係調整に苦慮している現状がある
が，背景を個別的に踏まえた対応が必要である．ま
たそのような状況下で指導者，教員も成熟する．
4．新人看護師としてのリアリティショック，キャリ
アデザインの見直しなど，社会人経験者に関する研
究は広範囲に渡っていた．またプリセプターが年上
のプリセプティの対応に苦慮している報告が散見さ
れた．
5．指導者，教員を対象とした研究が少なかったた
め，今後は指導者，教員を対象とした調査が望まれ
る．
Ⅷ． 終わりに
　「社会人経験者」に関する文献レビューは看護学だ
けでなく様々な領域にみられる．生涯学習は看護職
に限ったことではないため，今後はもっと広いキー
ワード及び社会学，教育学などの分野などから文献レ
ビューする必要がある．
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The Literature Study of Nursing Students with Experiences as Working Adults
Yoko Shimada, Yumi Suzuki
Abstract
　As a results of the business stagnation in the general social situation, it is predicted that there will be an increase in the 
number of students who have once experienced employment other than the nursing professionals and that they will enroll 
in nursing schools as students with experiences as working adults  (hereinafter referred to as people with employment 
experiences).　In recent years, people with employment experiences have also begun to enroll in birthing assistant education 
courses.　The purposes of enrollment by people with employment experiences are clear and also they have outstanding 
communication skills derived from their professional experiences, however, they actually have difficulties in human relations 
with multiage students and instructors in practical trainings.　Though there are studies on nursing students with employment 
experiences, studies on birthing assistant students with employment experiences are nonexistent.　Therefore, we carried out 
a review of materials concerning nursing assistant students with employment experiences, and considered the future problems 
of their instructor and student life.　The former 39 materials were mostly of quality studies, and the contexts of those studies 
were divided into 26 codes and 4 categories.　The 4 categories were student guidance.  career guidance.  student life.  
and newly graduated nurses.  Among the people with employment experiences, there are those who have birthing and child-
rearing experience, so there is a margin for pursuing career design after their child-rearing, and since there are very few studies 
on instructors and teachers concerning human relations, hopes are held for studies of people with employment experiences 
in terms of changing the subjects of such studies.　Also it is expected that the analysis is performed based on the Grounded 
Theory Approach (GTA) as the analysis method.
Key words: experiences as working adults, career, career formation, career design, career development.
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